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つい
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
東
京
、
関
西
か
ら
の
豊

岡
体
験
ツ
ア
ー
等
を
開
催
し
、
移

住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た

上
で
、
平
成
28
年
2
月
を
め
ど
に
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
戦
略
を
策
定
す
る

予
定
で
す
。

柴
姓
を
使
用
し
た
最
初
の
史
料
は
、

1
5
7
3（
元
亀
4
）7
月
20
日
付

け
で
し
た
。
こ
の
文
書
の
発
見
で
、

木
下
姓
か
ら
羽
柴
姓
に
改
姓
し
た

時
期
が
、
1
5
7
3（
元
亀
4
）年

5
月
25
日
か
ら
7
月
20
日
ま
で
の

期
間
に
絞
ら
れ
ま
し
た
。

へ
の
共
感

の
輪
が
、

全
国
に
広

が
り
始
め

ま
し
た
。

　

自
然
と

人
が
バ
ラ

ン
ス
良
く

共
生
で
き

る
社
会
を
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
全
国
に
導
い
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

戦
国
時
代
、
豊
臣
秀
吉
が
織
田

信
長
の
家
臣
で「
木
下
藤
吉
郎
」と

名
乗
っ
て
い
た
時
期
の
最
後
の
文

書（
縦
12
・
2
㎝
、
横
77
・
5
㎝
）

が
、
本
市
出
石
町
の
名
主
で
あ
っ

た
家（
現
在
は
京
都
市
在
住
）か
ら

見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
文
書
は
、
1
5
7
3（
元

亀
4
）年
5
月
24
日
付
け
で
、
秀

吉
が
美
濃
国
の
川
野（
岐
阜
県
笠

松
町
付
近
）の
地
侍
に
、
土
地
か

ら
得
ら
れ
る
収
入
の
調
査
を
す
る

よ
う
命
じ
た
内
容
で
す
。

　

こ
の
時
期
、
秀
吉
は
、
浅
井
･

朝
倉
攻
め
を
行
っ
て
い
た
織
田
軍

の
一
武
将
と
し
て
北
近
江（
滋
賀

県
北
部
）に
駐
屯
し
、
浅
井
氏
と

対た
い

峙じ

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
秀
吉
は
羽
柴
姓
に
改

姓
し
て
お
り
、
地
位
を
上
げ
て
い

く
一
つ
の
画
期
が
分
か
る
史
料
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ

れ
て
い
る
木
下
姓
を
使
用
し
た

最
後
の
史
料
は
、
1
5
7
2（
元

亀
3
）年
12
月
25
日
付
け
で
、
羽

▲野田市のコウノトリ放鳥式典

▲「木下藤吉郎 元亀四年とり 五月廿四日 秀吉」と花押（サイン）が書かれ
た文書の後半部分

〜
豊
岡
で
新
た
な
歴
史
解
明
へ
〜

「
木
下
藤
吉
郎
」の
最
後
の
文も

ん
　
じ
ょ書

発
見

〜
豊
岡
の
取
組
み「
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
環
境
づ
く
り
」が
全
国
へ
〜

県
外
で
初
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥

〜
豊
岡
市
移
住
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ（
ト
ヨ
オ
カ
ム
）！
」の
始
動

【
7
月
】

15
日
・
パ
リ
外
国
人
記
者
協
会
で

市
長
会
見（
フ
ラ
ン
ス
）

16
日
・
2
0
1
5
年
ミ
ラ
ノ
国
際

博
覧
会
兵
庫
県
出
展
事

業
等
参
加（
〜
17
日
･
イ

タ
リ
ア
）

17
日
・
豊
岡
市
災
害
警
戒
本
部
設

置（
17
日
･
廃
止
）

　
　

・
城
崎
･
竹
野
･
日
高
･
出

石
地
域
災
害
警
戒
本
部
設

置（
17
日
･
全
地
域
廃
止
）

18
日
・
玄
武
洞
･
青
龍
洞
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト（
〜
20

日
）

21
日
・
森
本
診
療
所
新
所
長
就
任

22
日
・
健
康
づ
く
り
講
演
会

23
日
・
豊
岡
市
学
校
設
備
審
議
会

　
　

・
玄
さ
ん
元
気
教
室
大
交
流

会

27
日
・
豊
岡
市
公
営
企
業
審
議
会

29
日
・
黒
田
裕
稀
君「
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ａ
世

界
ジ
ュニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権

大
会
」出
場
報
告
会
・
コ
ウ

ノ
ト
リ
賞
贈
呈
式

31
日
・
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

中
間
報
告
会

【
8
月
】

5
日
・
豊
岡
市
行
政
改
革
委
員
会

8
日
・
豊
岡
市
移
住
戦
略
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　

・
植
村
直
己
を
語
る
会

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

7
月
23
日
、
県
外
で
は
初
め
て

と
な
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
放
鳥
が
、

千
葉
県
野
田
市
で
行
わ
れ
、
本
市

か
ら
真
野
副
市
長
が
記
念
式
典
に

出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
会
場
に
は
、
三
江
小
学
校

の
児
童
が
作
っ
た
折
り
紙
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
3
0
0
羽
も
飾
ら
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
取
り
組
ん
で
き
た「
コ

ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
環
境
づ
く
り
」

　

8
月
8
日
、
地
方
へ
の
移
住

を
検
討
し
て
い
る
全
国
の
人
た
ち

に
、
本
市
へ
の
移
住
を
促
す
た

め
、
豊
岡
市
移
住
戦
略
プ
ロ
ジ
ェク

ト「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ（
ト
ヨ
オ

カ
ム
）！
」の
第
1
回
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

（
研
究
会
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
民
の
他
に
、
外
部

の
意
見
を
聞
く
た
め
東
京
か
ら
広

告
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
者
等
、

約
80
人
が
参
加
。
全
国
の
移
住

を
考
え
て
い
る
人
た
ち
の
心
に
響
く

「
豊
岡
で
暮
ら
す
価
値
や
魅
力
」に

▲｢豊岡へ来て ! ｣の
強い思いを込めた
プロジェクトロゴ
マーク
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ミ
ラ
ノ
万
博
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
パ
リ
の
空
港
で
パ
ス
ポ
ー
ト

を
落
と
し
て
慌
て
ふ
た
め
く
ぼ
く

の
元
へ
、
拾
い
主
か
ら
預
か
っ
た

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
社
員
が
猛
烈
ダ
ッ
シ
ュ

で
出
口
ま
で
届
け
て
い
た
だ
い
た

話
や
、
日
本
時
間
の
朝
7
時
に
目

が
覚
め
た
妻
が
、
洗
濯
物
を
ド
ラ

イ
ヤ
ー
で
必
死
に
乾
か
し
、
化
粧

を
し
た
と
こ
ろ
で
時
差
が
マ
イ
ナ

ス
7
時
間
だ
と
気
付
い
た
話
な
ど

は
、
こ
の
際
横
に
置
き
ま
す
。

　

万
博
に
は
1
4
0
の
国
や
機
関

が
出
展
し
、
日
本
館
で
流
さ
れ
る

映
像
に
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
縁
で
、
日
本
館
で
展
開
さ

れ
た
兵
庫
ウ
ィ
ー
ク
に
、
豊
岡
は

2
時
間
の
枠
を
い
た
だ
き
Ｊ
Ａ
た

じ
ま
の
尾
崎
組
合
長
ら
と
共
に
、

来
館
者
に
豊
岡
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
米

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き
ま
し
た
。
と
り

わ
け
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
映

像
と
名
人
藤
原
次
郎
作
の
豊
岡
の

映
像
は
大
い
に
関
心
を
引
き
ま
し

た
。
城
崎
･
西
村
屋
の
高
橋
料
理

長
が
作
る
但
馬
牛
や
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

の
リ
ゾ
ッ
ト
も
大
好
評
で
し
た
。

　

日
本
館
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
は
、

七
つ
の
店
舗
が
日
本
の
食
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
万
博
期
間
中
そ
こ

で
提
供
さ
れ
る
米
は
、
す
べ
て
コ

ウ
ノ
ト
リ
米
で
す
。
約
25
ト
ン
使

用
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
米
の
農
家
も
会
場

に
来
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ピ
ー

チ
の
中
で「
野
生
復
帰
を
支
え
た

の
は
こ
の
米
の
生
産
者
の
皆
さ
ん

で
す
。
そ
の
方
々
が
こ
の
会
場
に

お
ら
れ
ま
す
」と
言
っ
て
立
っ
て

い
た
だ
く
と
、
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

と
て
も
嬉
し
い
出
来
事
で
し
た
。

　

パ
リ
の
外
国
人
記
者
協
会
で
は

井
戸
知
事
と
共
に
プ
レ
ゼ
ン
を
し

ま
し
た
。
昨
年
城
崎
国
際
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
滞
在
さ
れ
た
俳
優
の

イ
レ
ー
ヌ
・
ジ
ャ
コ
ブ
、
ジ
ェ

ロ
ー
ム
・
キ
ル
シ
ャ
ー
ご
夫
妻
に

も
浴
衣
で
出
席
い
た
だ
き
、
豊
岡

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

モ
ン
マ
ル
ト
ル
に
あ
る
お
二
人

の
ア
パ
ー
ト
に
泊
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
5
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら

屋
根
に
上
が
り
、
遠
く
で
上
が
る

パ
リ
祭
の
花
火
を
4
人
で
見
ま
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
映
画
の
屋
根
の
上

の
猫
に
な
っ
た
よ
う
な
、
静
か
で

幸
せ
な
時
間
で
し
た
。La fin

　
ミ
ラ
ノ
、
パ
リ
紀
行

94

　

7
月
16
日
、
イ
タ
リ
ア
で
開

催
さ
れ
て
い
る「
地
球
に
食
料
を
、

生
命
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
」を
テ
ー

マ
に
し
た
2
0
1
5
年
ミ
ラ
ノ

国
際
博
覧
会（
兵
庫
県
出
展
事

業
）と
ひ
ょ
う
ご
プ
レ
ミ
ア
ム
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
お
米
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
15
日
に
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
パ
リ
外
国
人
記
者
協
会
で
、
豊

岡
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
さ
な
世
界
都
市「
豊
岡
」の

実
現
に
向
け
、
ま
た
一
歩
前
進
し

　

7
月
18
〜
20
日
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
た
玄
武
洞
公
園
で
、
音

楽
等
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト「
〜

Light U
p &
 M
usic Project

〜

Ｌラ

ン

プ

Ｕ
Ｍ
Ｐ
」を
開
催
し
、
市
民
ら

約
1　
3　
0　
0
人
が
来
園
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
豊
岡
吹
奏
楽
団
の
演
奏

や
田
鶴
野
小
学
校
の
児
童
に
よ
る

合
唱
、
地
元
の
ダ
ン
ス
教
室
に
通

う
子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
が
披
露

〜
玄
武
洞
公
園
が
幻
想
的
な
空
間
に
大
変
身
〜

玄
武
洞
・
青
龍
洞
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト「
Ｌラ

ン

プ

Ｕ
Ｍ
Ｐ
」開
催

〜
イ
タ
リ
ア
･
フ
ラ
ン
ス
で
小
さ
な
世
界
都
市「
豊
岡
」Ｐ
Ｒ
〜

ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
兵
庫
県
出
展
事
業
等
に
参
加

▲青龍洞を背にした和太鼓演奏

▲ミラノ国際博覧会の日本館のエントランスで流され
ている映像（コウノトリとの共生農業の紹介）

▲コウノトリ育む
お米を使用し
た但馬牛と
ズワイガニの
リゾットの試
食

▼パリの外国人記者
協会で豊岡をＰＲ

さ
れ
ま
し
た
。

　

夕
刻
に
行
っ
た
点
灯
式
の
後
は
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
青
龍
洞
の
前

で
、
和
太
鼓
松
村
組
に
よ
る
演
奏

が
行
わ
れ
、
幻
想
的
な
光
の
空
間

と
迫
力
あ
る
演
奏
が
来
園
者
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　

11
月
3
日
ま
で
の
土
･
日
曜
日

お
よ
び
祝
日
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
玄

武
洞
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
し
た（「
市
長
の
徒
然
日
記
」に

関
連
記
事
あ
り
）。


